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　本実践では中学校 3 年生を対象として話すこと［やり取り］を通じた主体的に学習に取り組む態
度の育成を目指した指導を行った。指導要領などの文献調査から，「主体的に学習に取り組んでいる
状態」を「①課題や価値観の創造，つまり自らの学習の方向性の認識，②方向性にしたがった能力
の習得と活用，③方向性にしたがった，パフォーマンスの振り返り，によるサイクルを生徒自身で
循環させられている状態」と定義し実践を行った。振り返りシートを活用することで，「主体的に学
習に取り組む態度」の育成に効果が見られた一方で，今後整理を要する課題が浮き彫りになった。

1．本稿のねらい

　平成 29 年改訂学習指導要領（2017）１）において，
各教科等の目標及び内容が，育成を目指す資質・能
力の三つの柱に沿って再整理された。それに伴っ
て「指導と評価の一体化」のための学習評価に関す
る参考資料中学校外国語科（2020）２）にもあるよう
に，評価の観点が従来の「コミュニケーションへの
関心・意欲・態度」，「外国語表現の能力」，「外国語
理解の能力」，「言語や文化についての知識・理解」
の 4 観点から，各教科共通の観点である「知識・技
能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組
む態度」の 3 観点で行われることとなった。この変
化について特筆すべきは，評価の対象，すなわち指
導のゴールが「英語に関わる学力を身に付けている
かどうか＝教科固有の学力の習得」のみならず，「英
語に関わる学力を運用することを通じて，英語に限
らない普遍的な学力を身に付けているかどうか＝教
科固有の学力の活用を手段とした，汎用的な学力の
習得」をも含めたものへと変わったことであると言
える。この学力観の枠組みの変化に伴って，教師の
指導観，生徒の学習観も資質・能力の三つの柱に向
けたものへと変わっていくはずであるが，教育現場
において十分に理解が得られているとは言い難い。
そこで本稿では三つの柱のうち「主体的に学習に取
り組む態度」に焦点を当て，今回の改訂から導入さ
れた話すこと [ やり取り ] の領域の指導を通じた「主
体的に学習に取り組む態度」の育成の実践を報告し，
その反省を通じて今後への示唆を記したい。

2．主体的に学習に取り組む態度とは

　平成 29 年改訂中学校学習指導要領解説外国語編
において，「学びに向かう力・人間性等」に関わる
目標は「外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しなが
ら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う」となっている。それを踏
まえて，「指導と評価の一体化」のための学習評価
に関する参考資料中学校外国語科では，「学びに向
かう力・人間性等」には観点別学習状況の評価を通
じて見取ることができる部分と，こうした評価にな
じまないため個人内評価を通じて見取る部分がある
とし，前者を「主体的に学習に取り組む態度」とし
た上で，これについて「知識及び技能を習得したり，
思考力・判断力・表現力等を身に付けたりするため
に，自らの学習状況を把握し，学習の進め方につい
て試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学
ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価
することが重要である」としており，具体的には①
知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現
力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り
組みを行おうとしている側面と，②①の粘り強い取
り組みを行う中で，自らの学習を調整しようとする
側面の二つに分けている。本実践では以上を踏まえ
た上で，実践に落とし込んでくために，指導要領に
書かれた社会背景を基に，著者なりにより具体的に
定義することを試みた。

話すこと［やり取り］を通じた
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3．主体的に学習に取り組む態度の考察

　「主体的に学習に取り組む態度」をより具体的に
理解するために，指導要領及び OECD より発表され
ている資料５）に載せられている社会的背景から，著
者なりに主体的に学習に取り組む態度を考察し，捉
えなおした。端的にまとめると「予測困難な社会」
を生き抜いていくために，「課題の発見・新たな価
値の創造」と「自己調整」が必要である，とまとめ
ることができた。以下がその考察である。
　平成 29 年学習指導要領の第 1 章総説において，
これから我々が直面するであろう社会情勢につい
て，「社会構造や雇用環境は大きく，また急速に変
化しており，予測が困難な時代となっている。（略）
一人一人が持続可能な社会の担い手として，その多
様性を原動力とし，質的な豊かさを伴った個人と社
会の成長につながる新たな価値を生み出していくこ
とが期待される。」と述べられている。また，OECD
の進める Education 2030 プロジェクトの中では，「不
確実な中を目的に向かって進んでいくためには，生
徒は好奇心や想像性，強靭さ，自己調整といった力
をつけるとともに，他者のアイディアや見方，価値
観を尊重したり，その価値を認めることが求められ
る。また，失敗や否定されることに対処したり，逆
境に立ち向かって前に進んでいかなければならな
い。」と述べられている。双方に共通しているのは，
社会の予測困難性が高まっている点に言及している
事である。社会の予測が困難になることによる，「学
び」の在り方の変化を描き出すために，予測が平易
な社会，どのような社会になるのかの見通しが立ち
やすい社会というものを仮定し，予測が困難な社会
と比較して考察を行った。
　まず，社会の見通しが立ちやすく，その在り様を
予測することができれば，その社会で求められる価
値観や，それに基づいた必要な能力を想定すること
も可能になるであろう。それが可能であれば，想定
される必要な価値観や能力を指導者である立場の存
在≒大人から子どもに伝承することが社会を生き抜
いていくための能力育成の有効な手段となる。
　一方で，社会の在り様の予測が難しい社会におい
ては，どのような価値観が求められるか，またどの
ような能力が必要になるのかの予測をすることがで
きない。当然，大人が考える必要な価値観，能力が
子ども達の生きる社会で有効である保証はない。そ
うなると，子ども達が自らで，各々が属する社会で
直面する課題を乗り越えていく上で必要な価値観を
創造し，その価値観に基づいた能力を身に付けてい
く必要があると言える。つまり，予測が困難な社会

とは指導すること，すなわち指導者が進むべき方向
を指し示すことが困難な社会と言い換えることがで
きる。だからこそ，その社会を生きる子供たちの「主
体性」が求められる必然性があると言える。
　このように，「予測が困難な社会」を生き抜いて
いくためには，大人から子どもへの価値観や能力の
伝承だけでは事足りず，子どもがまず自らの課題を
認識し，その課題を解決していくための価値観の創
造と，それに基づいた能力を習得し，発揮する必要
がある。加えて，予測が困難な社会における，指導
の困難さを認めるのであれば，子ども達が身に付け
た能力の発揮，すなわちパフォーマンスが効果的で
あったのかどうかの検証や，パフォーマンスが不十
分であった場合にどのように学習するかも含めて子
どもが行っていく必要がある。このパフォーマンス
の検証と学習，いわば振り返りにおいて重要なのが

「自己調整」となる。
　我々には，音声から情報を理解するのが得意な人
もいれば，視覚情報からの理解が得意な人もいるな
ど，それぞれの認知特性を持っているとされている。
こういった認知特性とまではいかなくとも，対面で
の講義による学習が好きな生徒もいれば，自分でパ
ソコンを用いて動画を見て学習が好きな生徒もいる
など，生徒によって適した学習の在り方は様々であ
る。したがって，効果的に生徒が学習を進めていく
ためには，生徒自身が自らの学び方の特徴やクセを
認識した上で，自らの学習の方向性に応じた学び方
が出来ているかを自己調整していく必要がある。
　以上をまとめると，図１のように①課題や価値観
の創造，つまり自らの学習の方向性の認識，②方向
性にしたがった能力の習得と活用，③方向性にした
がった，パフォーマンスの振り返り，によるサイク
ルを生徒自身で循環させられている状態が「主体的
に学習に取り組んでいる」状態と言えるのではない
かという結論に至った。

図 1：主体的な学習のサイクル

主体的に学習に

取り組んでいる状態

学習の方向性

の認識

振り返り
能力の習得

活用
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4．外国語科　主体的に学習に取り組む態度

　以上の考察から，主体的に学習に取り組む態度を
①課題や価値観の創造，つまり自らの学習の方向性
の認識，②方向性にしたがった能力の習得と活用，
③方向性にしたがった，パフォーマンスの振り返り，
によるサイクルが循環している状態と定義した上
で，本実践をデザインした。本実践は外国語科にお
ける，話すこと [ やり取り ] を通じて主体的に学習
に取り組む態度の育成をねらいとしたので，①自ら
の英語によるやりとり上の学習の方向性を自分なり
に設定する，②方向性に応じた英語の知識やコミュ
ニケーションスキルの習得と活用，③①に基づいた
振り返りを通じた自分のやりとりにおける課題の発
見，というサイクルが循環している状態が，本実践
の目標とする状態であると考えた。

5．実践の概要

　本実践は，上に述べた①～③のサイクルの循環を
目的とし，表 1 のような手順で行った。

表１：実践の手順

時間 内容 ねらい

1 教師による「良いやりとり」
の原則の提示

①学習の方向性の
認識2 対話のプレテスト

3
発話打ち込み

4

5 教師による，やりとりの展開
の指導

②知識・スキルの
習得と活用

6 ペアで 3 分間の自由即興対話

振り返りシートの記入

②知識・スキルの
習得と活用

③振り返りと課題
の発見

7
8
9
10
11

5.1.　学習の方向性の認識
　生徒が自らの学習の方向性を設定する上で重要と
なるのは，「価値観の創造＝良いやりとりとはどの
ような特徴があるのかを理解すること」及び「課題
の設定」である。本来，「価値観の創造」も子ども
が自ら行うのが目指すべき「主体的に学習に取り組
む態度」であるが，本実践では生徒がそれを言語化
するには抽象度が高すぎると判断し，教師による提
示を行った。提示した原則は二つあり，一つが「明
瞭であれ」，もう一つが「ポライトであれ（魅力的
であれ）」である。前者の「明瞭であれ」はGrice （1975）

が提唱した会話の協調の原則からくるものである。
この原則は，自らが伝えたい内容を過不足なく，あ
いまいさを避け論理的に伝えることの必要性を指
摘するものである。一方で，「ポライトであれ」は
Lakoff（1973）４）が提唱した原則である。我々の日常
生活におけるやりとりにおいては，本音や本心をあ
まりにも分かりやすく伝えてしまうと相手の心象を
悪くし，結果として伝えたい内容も伝わらなくなっ
てしまうことがある。したがって，相手に伝わる印
象が悪くならないように，時に直接的な伝え方を避
け，あいまいな伝え方などを用いる必要性があるこ
とを提示したものである。「ポライトであれ」とい
う表し方だけだと，「とりあえず丁寧表現を使って
おけばよい」という誤解を与えてしまう恐れがあっ
たため，「（丁寧であることも手段としつつ）魅力的
であれ」という原則として生徒に提示した。
　生徒はこの「明瞭」でありつつも「魅力的」であ
るという二つの原則が成立しているやりとりが「良
い」やりとりであるという価値観のもと，自らのや
りとりにおける課題の設定に取り組んだ。その課題
の設定にために行ったのが，以下のプレテストであ
る。

「英語を用いた対話で，「いい感じ」の雰囲気を
創りつつ，有効発話語数を増やすにはどうすれ
ばよいのか」という仮説の検証に取り組みます。
本日プレテストとして対話を録音し，次の時間
にそれを分析した上で，授業中の対話練習に
各々の課題を持って取り組み，本当にいい感じ
で有効発話語数が増えるのか，12 月にポストテ
ストを行って検証します（ポストテストの分析
は 3 学期に行います）。
トピック：自由
時間：ペアで 1 分 5 秒

　プレテストに臨んだ生徒は，ボイスレコーダー
によって録音された自らの音声を聞き，自らの PC

（GIGA スクール構想によって渡されたもの）を用い
て発話をすべて書き出し，有効発話（意味伝達を行っ
ている発話）と無効発話（つなぎ言葉など，意味伝
達に直接関わらない発話）に分けて語数を入力した
上で，それぞれのやりとり上の課題（コミュニケー
ションブレイクダウンとその理由）を設定させた。
表 2 が，あるペアが書きだしたやりとりにおける発
話である。
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5.2.　知識・スキルの習得
　有効発話語数を増やしていく上で，生徒の全体的
な課題として「何を話していいか分からなくなる」
というものがあった。全体的に共有されている課題
については一斉指導で行った方が指導効果が期待で
きると判断して，教師からの指導を行った。既習内
容として，ペアがその日や前の日にやったことにつ
いて情報をやりとりするという練習をこの実践の前
に行っていたため，自然な流れでお互いのやったこ
とについてやりとりをするための展開の仕方を指導
した。その具体としては，あいさつをした後に，天
気などのお互いが共有できる情報についてのやりと
りをしてから，お互いがやったことについて質問を
してやりとりを展開するように指導を行った。また，
やりとりの中で言えなかった表現については PC を
用いて翻訳サイトなどで調べるよう指導を行った。

5.3.　振り返り
　振り返りについては，表 3 に示す振り返りシート
を配布し，①プレテストの発話の書き出しを踏まえ
た課題設定，②その課題を踏まえて即興の自由対話
の実践，③実践を経た後の自分の反省と解決策の考
案，④自らの課題の再設定というサイクルで，教師

の介入はせずに行った。図 2, 3 は 41 名の生徒から
回収した振り返りシートから，最初に課題として挙
げていたものと，最後の実践の前に課題として挙げ
ていたものを，テキストマイニングしたものである。

図 2：生徒が最初に設定した課題

図 3：生徒が最後に設定した課題

表 2：発話の打ち込み
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　全体的な傾向としては，相手に応じた話題の選択
や，適切な質問を英語で行うことを課題としていた
ようである。個別に見ていくと表 3 にあげている振
り返りシートにあるように，実践を行うたびに課題
として設定している点が変わったり，同じ課題でも
より具体的な解決方法を考えていたりするなど，学
習の在り方を自ら調整している様子がどの生徒の振
り返りシートからも観察することができた。このこ
とから，①自らの英語によるやりとり上の学習の方
向性を自分なりに設定する，②方向性に応じた英語
の知識やコミュニケーションスキルの習得と活用，
③①に基づいた振り返りを通じた自分のやりとりに
おける課題の発見，というサイクルを循環させられ
ていたという点において，主体的に学習に取り組む
態度の育成に寄与できたのではないかと思う。

6．実践の振り返り

　以下が主体的に学習に取り組む態度の育成に向け
た実践の振り返りである。を行った所以である。一
つ目は，教師の指導観を変えていく必要があるとい
うことである。二つ目は，教科固有の学力と汎用的
な学力のダブルバインドをいかに解決していくかと
いう課題である。

6.1.　指導観の変容
　従来の指導観においては次の図 4 に示すように「良
いコミュニケーション」を各領域の知見に基づきな
がら教師が下位要素へと分析を行い，それらを容易
なものから難易度が高いものなど，生徒が学習しや
すいであろう順番に整理，すなわちカリキュラム化
を行った上で，生徒はその整理にしたがって学習を
行いながら，教師の指導に「ついていく」こととな
る。そして，教師は生徒の学習状況を評価しながら，
生徒が自らの指導についてきているかを見取り，生
徒に課題が見られれば，その課題を解決するための
要素を分析し，その分析にしたがってまた生徒は教
師の指導に「ついていく」こととなる。この，分析，
整理，指導（学習）というサイクルが「秩序」立っ
ており，それを教師が「スムーズ」に回し，教師に
生徒がついてくることが出来ている指導を「良い指
導」として捉えてきた。
　一方で，学習調整を伴う主体的な学習ではどうか。
従来の指導との違いを端的に述べれば，教師が行っ
てきた下位要素への分析，整理というカリキュラム
化自体を生徒に行わせるという点であると感じた。
図 5 はあくまでその一例だが，教師から提示された

「良いコミュニケーション」を出発点として，実践
を通じて自ら課題を見つけていく。その見つける課
題は教師がやるようにきれいに秩序立ってはいない
であろう。しかし，課題を解決していく中で，なん

表 3：振り返りシート（生徒の例）

最初に設定し

た課題

最後に設定し

た課題
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となく「良いコミュニケーション」の要素が見えて
くる。しかし，それだけでは不十分であることに気
付き別の項目へと取り組む，というように，専門家
からすると「不格好」で「無秩序」にも見える学習
プロセスをたどっていくことになる。ましてやそれ
が一つの教室の中に生徒の数だけその学習プロセス
が生まれるのである。ある意味その混沌とした状況
を是とする指導観が主体的に学習に取り組む態度の
育成には必要なのではないかと感じた。

6.2.　教科固有 vs 汎用
　今回の実践は「主体的に学習に取り組む態度」の
育成を目的とし，その中でも「生徒が自らの学習調
整を行っているかどうか」という観点でその実践を
振り返った。一方で，「良好な雰囲気を構築しつつ，
有効発話語数を増やす」という英語という教科にお
ける学習目標も「主体的に学習に取り組む態度の育

成」の手段としてではあるが設定されていた。この
有効発話語数については現在集計中であるが，汎用
的な学力の育成を目指した授業（学習）における教
科固有の学力の育成についてどう振り返るべきなの
だろうか。以下の表が示すように，①と④について
は実践の振り返りが容易であるが，②と③，つまり
どちらかは効果があったが，どちらかには効果がな
かった，という場合の振り返りは今後の検討が必要
であると言える。

表 4：実践の効果の場合分け

〇：学習効果あり　× : 学習効果なし
① ② ③ ④

固有 ○ ○ × ×
汎用 ○ × ○ ×

 

 
 

 

 
 

 

 

 

良いコミュニケーション

非言語的要素

言語的要素

（無効発話）

言語的要素

（有効発話）

アイコンタクト ジェスチャー つなぎ言葉 話題の展開 質問の仕方

良いコミュニケーション（明瞭であり，魅力的である）

教師がすること

生徒がすること

①教師による

学力の分析と

整理

②教師による指導と

生徒による学習

つなぎ言葉

話題の展開 質問の仕方など

言語的要素

（有効発話）

言語的要素

（無効発話）

つなぎ言葉ジェスチャーアイコンタクト

非言語的要素

図 4：従来の指導（学習）の構造

図 5：本実践における主体的な学習の構造の一例（生徒によって分析・整理の仕方は異なる）

教師による提示：良いコミュニケーション（明瞭であり，魅力的である）
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7．まとめ

　「主体的に学習に取り組む態度の育成」を目指し
て実践を行った。著者なりに概念整理や指導手順な
ど，体系立てて実践に取り組もうとしたものの，実
践後の感想としては「混沌」というのが正直なとこ
ろである。先述したようにそもそも，学習の方向性
とその評価規準となる価値の創造を（出来る限り）
生徒に委ねているので当然と言えば当然なのだが，
生徒の活動の様子やパフォーマンスに対する「良
い」，「悪い」の判断であったり，生徒の活動の統制
であったりが非常にしにくかった（その発想＝指導
観を変える必要がある，というのが先述の内容であ
るのだが）。そして，その実践を報告するにあたっ
て，学習のサイクルのどこに切り口を求めて報告す
ればよいのか彷徨った末に，このまとめを書いてい
る。実践者として，また報告者として無責任ではな
いかという自責の念に駆られながらも，予測困難な
社会を生きる学力の育成を目指して「これが正解で
ある」と言い切れてしまう方が不自然なのかもしれ
ない。そう考えればこのはっきりと「良し悪し」を
言い切れないことから感じる無責任さに悶える自ら
の在り方の方がむしろ自然であるような気もしてい
る。事実，この実践において著者の戸惑いなど気に
も留めず，生徒は非常にのびのびと自分たちのペー

スで学習していた。すっきりとしない報告になった
ことをお詫びしつつ，この実践及び報告を通じてど
のような示唆を見出すのか，ここでもある種の無責
任さに悶えつつ，読者に委ねて本稿の締めくくりと
したい。
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Abstract:

In the Course of Study, revised in 2019, the concept of scholastic ability was changed.  It was organized by 
three elements: knowledge and skills, the ability to think, judge, and express themselves, and autonomy.  The 
author carried out a practice to develop the students’ autonomy by developing their skills for free improvised 
conversation in English.  The importance of changing the recognition of“what teaching is”was highlighted 
through this practice.
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